
Ⅴ 各種要項等 

 

１ 研究協力校（園）に関する事項 

 (1) 委嘱の趣旨 

新しい教育の動向を踏まえ、学校教育の充実・向上を図るため、研究協力校（園）を委嘱して研究・ 

  実践の推進を図る。 

 (2) 委嘱の方法 

学校の希望に基づき、教育委員会と協議の上、教育事務所が決定する。 

 (3) 委嘱する教科・領域等の決定（次の教科・領域とする。） 

ア  教科等（外国語・外国語活動、総合的な学習の時間を含む）に関する内容 

イ  道徳教育に関する内容 

ウ  キャリア教育に関する内容 

エ  生徒指導に関する内容 

オ  へき地・小規模教育に関する内容 

カ  指導方法改善・教育方法に関する内容 

キ  学校における教育の情報化に関する内容 

ク  その他（学校の教育課題解決に関する内容） 

 (4) 研究主題の設定 

委嘱の趣旨に基づき、具体的な研究が推進されるように、問題点を焦点化し、研究主題を設定する。 

 (5) 研究期間 

研究期間は原則として２年間とするが、研究の経緯・要望・実態等により期間を縮減・延長できる。 

 (6) 研究協力校の運営 

ア  運営は、当該市村教育委員会及び当該校（園）長の責任において行う。研究が学校（園）経営の中

に正しく位置付けられるようにする。 

イ  自主的運営を基盤とし、実態に基づき、研究授業を含めて具体的・累積的研究を推進する。 

ウ  研究に当たっては、あらかじめ研究計画を策定するとともに、全職員共通理解のもとに研究体制を

確立し、着実で組織的な研究を推進する。 

エ  協力校(園)は、原則として委嘱期間内に１回、教育事務所との協議のもと、研究の過程・成果等に

ついて、研究公開もしくは誌上発表を行う。 

 (7) 研究協力校・授業提供校等 

区分 学校名 教科・領域等 期 間 備 考 

地区 いちき串木野市立照島小学校 

            串木野中学校 

特別の教科 道徳 

 

令和８年度  

 

７/９(木)地区

道徳教育研修会 

日置市立妙円寺小学校 指導方法改善・教育方法 令和８～９年度  

いちき串木野市立串木野小学校 指導方法改善・教育方法 令和７～８年度 ２/４(木)公開 

いちき串木野市立旭小学校 指導方法改善・教育方法 令和８～９年度  

三島村立三島大里学園 指導方法改善・教育方法 令和８年度 １/28(木)公開 

十島村立口之島学園 指導方法改善・教育方法 令和７～８年度 11/10(火)公開 

十島村立中之島学園 指導方法改善・教育方法 令和７～８年度 10/13(火)公開 

十島村立平島学園 指導方法改善・教育方法 令和８～９年度  

十島村立悪石島学園 指導方法改善・教育方法 令和８～９年度  

十島村立宝島学園 指導方法改善・教育方法 令和７～８年度 ９/30(水)公開 

県 日置市立鶴丸小学校 読書指導 令和８～９年度  

その他 十島村立中之島学園 景観教育 令和７～９年度  
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２ 合同計画学校訪問実施要項 

 (1) 学校訪問の方針 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 48 条並びに「鹿児島県教育委員会の行政組織等に関

する規則」第 37 条に基づき、教育委員会の要請により、地区内公立幼稚園、小学校、中学校及び義務教

育学校の実態を把握するとともに、教育課程、学習指導、その他学校教育に関する専門的事項などの諸

課題について共同研究や指導･助言を行い、以て学校教育の改善･充実に資する。 

 (2) 当日の日程及び内容 

ア 日程 

(ｱ) 校長は約１か月前をめどに市村教育委員会及び教育事務所と協議し、学校の平常校時の中で日程

を策定する。 

(ｲ) 日置地区は学校規模に応じて一日もしくは半日日程、鹿児島郡地区はそれぞれの学校の実態に即

した日程とする。 

(ｳ) 日置地区で研究授業を計画する場合には、学校訪問日程と別日程で計画する。 

イ  内容 

(ｱ) 学校経営上の諸課題に関する協議  (ｲ) 授業参観  (ｳ) 施設設備等の参観 

(ｴ) 諸公簿･記録簿閲覧  (ｵ) 学力向上など学校の教育課題解決に向けた共同研修 

 (3) 留意事項 

ア 準備する公簿等については、学校教育法施行規則第 28 条及び各市村学校管理規則等を参照する。

ただし、教育事務所総務課関係の公簿については準備を必要としない。 

イ 説明に当たっては学校要覧等既成資料を活用する。 

ウ 関係資料(指導案等を含む)は精選し、Ａ４判で作成する。教育委員会を経て、１週間前までにデー

タで提出する。 

【訪問資料の概要】 

◇ 学 校 経 営 の 重 点……学校教育目標、教育課題、児童生徒在籍数、職員構成、校内研修 等 

◇ 学 力 向 上……学力の実態、学力向上対策 等 

◇ 生 徒 指 導……いじめ・不登校・問題行動等の状況、読書指導 等 

◇ 保健指導・安全指導……体力・運動能力の実態、う歯の罹患率・治療率、安全指導 等 

◇ そ の 他……信頼される学校づくり、人権同和教育、特別支援教育、学校評価、 

             特色ある教育活動、ＰＴＡ活動 等 

 (4) 訪問期日の決定 

教育事務所は、教育委員会からの要請に基づき期日の調整を行い、｢学校訪問予定一覧表｣を作成し、 

当該教育委員会に別途通知する。 

 (5) 学校訪問予定計画(14 校) 

訪問時期 校数 訪 問 校 名 

前期訪問校 

（５～７月） 
８校 

日置市 上市来小、土橋小、吹上中 

いちき串木野市 照島小、市来小 

三島村 三島竹島学園 

十島村 平島学園、悪石島学園 

後期訪問校 

（９～11 月） 

６校
 日置市 湯田小、永吉小、花田小、伊集院中 

いちき串木野市 荒川小、串木野中 
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 (6) 学校に備えるべき表簿等 

ア 学校に備えるべきものと規定されている表簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

分類 表  簿  名 保存期間 準 拠 法 規 

管理 

〇学校関係法令    〇日課表 

〇教科用図書配当表  〇学校日誌 

〇職員名簿      〇職員履歴書 

〇出勤簿       〇学級担任表（教科担任表） 

〇時間割表      〇出席簿 

〇備品台帳      〇往復文書処理簿 

５年 学校教育法施行規則第 28 条 

〇学校沿革史     〇旧職員履歴書綴 永年 

各市・村立学校管理規則
 

〇辞令交付簿     〇公文書綴 

〇統計資料綴     〇請願書、届書綴 

〇旅行命令簿     〇給与簿        

〇勤務関係承認簿   〇学校要覧 

〇その他校長が必要と認める表簿 

 

学籍 

〇指導要録【学籍に関する記録】 

〇指導要録【指導に関する記録】 

20 年 

５年 
学校教育法施行規則第 28 条

 

〇卒業証書授与台帳 

〇転退学者名簿 

永年 

５年 
各市・村立学校管理規則

 

保健 

〇学校医執務記録簿   〇学校歯科医執務記録簿 

〇学校薬剤師執務記録簿 

〇健康診断票（一般・歯・口腔） 

５年 学校教育法施行規則第 28 条 

  イ その他の表簿等 

分類 表  簿  名 準 拠 法 規 

管理
 〇施設設備利用許可簿  〇非常持出品目録表 

〇校務分掌組織表    〇職員会議録 等 
各市・村立学校管理規則

 

学籍 

〇学齢簿（就学通知書綴）     

〇除籍簿 

〇修了証書台帳 

学校教育法施行令第７・８条 

学校教育法施行規則第 24 条の３ 

各市・村立学校管理規則 

保健 

〇日本スポーツ振興センター関係書類綴 

〇保健日誌 

〇安全点検簿      〇学校環境衛生検査簿 

〇学校給食衛生日常検査表 

〇給食日誌 

独立行政法人日本スポーツ振興センター法  

各市・村立学校管理規則 

学校保健安全法第 27、28 条・学校保健安全法施行規則１、２、28、29 条 

学校給食衛生管理基準 

各市・村立学校管理規則 

庶務 

〇月別出席統計表綴   〇長欠児童出席奨励簿 

〇赴任延期願 

〇児童福祉関係帳簿（補助費関係） 

〇褒賞名簿 

〇補助教材申請・届書綴 

学校教育法施行令第 19・20 条 

各市・村立学校管理規則 

生活保護法 

各市・村立学校管理規則 

教科書以外の教材等の選定と使用について（昭和 47 年鹿教指第 1648 号） 
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３ 教育論文・教育実践記録募集要項（抜粋） 

 (1) 趣旨 

学校教育、学校事務、社会教育・社会体育などに関する平素の研究や実践によって得られた成果を、

教育論文又は教育実践記録として発表する機会を設けることによって、鹿児島地区内学校教育及び社会

教育関係者の研修意欲を高め、資質の向上に資する。   

 (2) 主催 

鹿児島地区教育委員会連絡協議会  鹿児島教育事務所 

 (3) 対象者 

地区内の公立幼稚園、小・中・義務教育学校、教育委員会に勤務する職員   

※ 原則として管理職を除く 

 (4) 領域及び研究主題 

学校教育、学校事務、幼稚園教育、社会教育、社会体育についての実践を踏まえた教育論文または教

育実践記録とし、研究主題は自由とする。 

 (5) 応募部門 

ア 教育論文の部 

イ 教育実践記録の部 

 (6) 形式 

ア 教育論文の部 

(ｱ) Ａ４判（縦置き・横書き、上下左右余白 20 ㎜、文字サイズ 10.5 ポイント、46 文字×45 行） 

(ｲ) 分量は、規定の形式で６枚以上 10 枚以内とする。 

(ｳ) 研究主題と目次及び研究の概要を別葉１枚にまとめる。 

(ｴ) 本文に入らない資料は、別綴じとして添付する。 

(ｵ) 見出し記号は、１、(1)、ア、(ｱ)、a、(a)の順序で用いる。 

(ｶ) パソコンによる作成を原則とし、原稿用紙を使用する場合は、Ａ４判とする。 

イ 教育実践記録の部 

(ｱ) Ａ４判（縦置き・横書き、上下左右余白 20 ㎜、文字サイズ 10.5 ポイント、46 文字×45 行） 

(ｲ) 分量は、３枚以上５枚以内とする。 

(ｳ) 添付資料がある場合、実践記録と合わせて 10 枚以内であれば本文に綴じ込んでよい。 

11 枚以上ある場合は、別綴じとして添付する。 

(ｴ) 見出し記号は、１、(1)、ア、(ｱ)、a、(a)の順序で用いる。 

(ｵ) パソコンによる作成を原則とし、原稿用紙を使用する場合は、Ａ４判とする。 

 (7) 応募期限及び提出先 

ア  各幼稚園長及び小・中・義務教育学校長は、決められた期日までに各市村教育委員会教育長へ提出

する。 

イ  各市村教育委員会教育長は、「提出一覧表」及び応募作品を、それぞれ決められた期日までに鹿児

島教育事務所長へ提出する。 

 (8) 分野一覧 

１ 国語 10 外国語・外国語活動   19 学年・学級経営 

２ 社会 11 道徳教育 20 研修 

３ 算数・数学 12 特別活動 21 幼稚園教育 

４ 理科 13 総合的な学習の時間 22 社会教育・文化活動・社会体育 

５ 生活 14 生徒指導・進路指導・キャリア教育 23 学校事務 

６ 音楽 15 保健指導・食に関する指導 24 学校経営・運営 

７ 図画工作・美術 16 指導方法改善  

25 

 

その他（人権同和教育、環境教育、

幼・小・中・高連携、ＰＴＡ活動、

地域との連携等） 

８ 技術・家庭 17 複式学習指導 

９ 体育・保健体育 18 特別支援教育 
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Ⅵ 各種報告様式 
１  事故等の報告様式 

(1) 児童生徒の事故報告 

ア 報告の対象となる事故例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 事故発生時の留意事項 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 電話及びメールによる報告(第１報) 

    事故発生の場合、把握できている範囲で簡単にまとめた内容をメールで送信するとともに、速やか

に電話にて報告する。 

 

 

 

エ 文書による報告 

(ｱ) 報告先 

 

 

 

(ｲ) 報告様式例 

（様式１)  市･村教育委員会から教育事務所への報告(Ａ４判) 

○○○第○○○号 
令和○年○月○日 

 
 鹿児島教育事務所長 殿 

 
○○市･村教育委員会教育長 ○ ○ ○○○ 

 
 

児童(生徒)の事故について(報告) 
 
 
 このことについて、○○小(中)学校長から、別添のとおり事故報告がありましたので報告します。 

(ｱ) 対教師暴力 

(ｲ) 生徒間暴力、対人暴力、器物損壊などの暴力が介在する事故 

(ｳ) 薬物乱用や恐喝、窃盗などの刑法犯に当たる事故 

(ｴ) 自殺未遂や家出、飲酒・無免許運転などの重大事故 

(ｵ) 性非行に関する事故 

(ｶ) その他 

・ 警察が関与した事故 

・ 報道機関の動きが予想される事故 

・ 今後、保護者とのトラブル等に発展すると思われる事故 

・ 社会的反響が大きいと思われる事故 

(ｱ) 事実確認、証拠現場の保存、生命尊重、安全確保 

(ｲ) 教育委員会への報告、関係機関への連絡 

(ｳ) 保護者への配慮、当該児童生徒への手だて、全校児童生徒への配慮 

(ｴ) 経過の記録、マスコミ等への窓口の一本化 

(ｵ) 事故の報告(電話･文書)と今後の対策 

メール添付 
メール添付 

学  校 市・村教委 教育事務所 県教育庁 

学  校 市・村教委 教育事務所 県教育庁 
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（様式２） 

                   児童（生徒）事故報告書 

 

  「事故報告書」記入上の留意点 

① 学校の対応状況（警察等関係機関との連携、被害届の有無など） 

② 保護者の状況（学校への要望、心情、学校教育活動への理解度など） 

③ 特別な支援の必要性（発達障害の有無など） 

 

(ｳ) 事故報告添付資料 

 

 

 

(ｴ) 事故後の経過報告資料 

          収束までに期間を要したり、社会問題に発展したりすることが予想される事故等については、事

故発生時の報告に続いて、その後の経過を第２報、第３報として定期的に報告する。 

（事故例） 

① 学校事故や長期間治療を要する交通事故 

② 自殺、ネットいじめ、集団暴行、集団窃盗、不純異性交遊などの深刻な生徒指導上の事故 

氏 名 ・ 学 年 ○○ ○○○         学年 性 別  

事 故 発 生 の 日 時 令和  年  月  日  曜日  （   ）時（   ）分 

事 故 発 生 の 場 所 
○○市○○町○○番地(○○ドライブイン北側交差点) 

※ 校外における事故については、目印になる建物等を記入する。 

事 故 発 生 の 種 別 種別 

※ 交通、水難、転落事故、万

引、窃盗、暴力等の種別を明

記する。 

程度 

※ 医師等の診断結

果に基づいて記入

する。 

事 故 発 生 の 状 況 と 

そ の 原 因
 

※ 事故の発生状況を事実に基づき簡潔に記述する。(憶測等の表記は

しない。) 

※  当該者以外は、職名等で記述する。(固有名詞は使わない。) 

応 急 処 置 状 況 及 び 

事 後 の 措 置 

【留意事項】 

ア 校長のとった措置等(児童生徒及び職員への指示等)を記述する。 

（常に、開示請求へ対応できるものであることを念頭に記述する。） 

イ  できるだけＡ４判１頁に納める。 

ウ 要点を押さえ、時系列で箇条書きにする。 

エ 児童生徒名や教諭等名を記号（Ａ、Ｂ、Ｃ～）で記述する。 

オ 教諭等はできるだけ生徒指導主任、学級担任、養護教諭など職名

で記述する。 

カ  警察署、病院、施設などについては、固有名詞を使用せずに記述す

る。また、医師(関係者)の判断はどうであったかも記述する。 

キ 記入は、５Ｗ１Ｈの基本構成であること。 

  

上記のとおり事故が発生したので報告します。       
 
          令和  年  月  日               
 
                                       学 校 名 
                                       校 長 名           
 

○○市・村教育委員会教育長 殿 

①交通事故等の現場見取図や経過  ②詳細な指導経過の説明  ③特記すべき家庭環境 など 
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(2) 職員の事故報告 

ア 電話による報告 

    学校職員の事故が発生したら、可能な限り状況等把握し、市村教育委員会へ速やかに報告する。 

    報告する内容としては、次のような項目が考えられる。 

(ｱ) 事故を起こした者（事故のあった学校） 

     学校名・職名・氏名・年齢 

(ｲ) 事故発生の日時：令和○○年○月○日（○曜日）○○時○○分 

   (ｳ) 事故の種類（被害か加害かまで） 

   (ｴ) 事故発生の場所 

   (ｵ) 事故の程度（交通事故の場合、相手方まで） 

   (ｶ) 事故発生の原因・状況 

   (ｷ) 病院名・入院日数（負傷した場合） 

   (ｸ) 相手方の氏名・職業（交通事故の場合） 

   (ｹ) 今後の見通し 

   (コ) マスコミ等の動き            ※１ 市村教委へ報告等を行う。 （午前９時まで） 

    ● 事故の状況等が落ち着くまでは、毎日 

                         ※２ 教育事務所へ報告等を行う。（午前９時半まで） 

                      

     学校  →  市村教育委員会  →  教育事務所  

                 ※１                   ※２                 

 

イ 文書による報告様式例 

【市村教育委員会から教育事務所への報告（Ａ４判）】 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○第    号  

令和○○年○月○日  

 鹿児島教育事務所長 殿 

○○○市村教育委員会教育長  

 

学校職員の事故（交通事故・交通違反）について（報告） 

 

 このことについて、○○市村立○○学校長から別添のとおり事故報告がありましたの

で、教育長所見を付して報告します。 

 

記 

 

 １ 事故を起こした者（学校名・職名・氏名・年齢） 

 ２ 事故発生日時（年月日・曜日・発生時刻） 

 ３ 事故の種類（体罰、信用失墜行為、交通事故[加害・被害]） 

 ４ 教育長所見 
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【市村立学校から市村教育委員会への報告（Ａ４判）市村教委へ３部提出、１部学校控】 

学校職員の事故報告書 

○○○市村教育委員会教育長 殿 

 

 学校職員の事故について、下記のとおり報告します。 

 

 令和  年  月  日 

                           ○○○市村立○○○学校(園)      

校 長 ○○○ ○○○   

事故を起こした 

職員の職・氏名 
職名  氏名  年齢 歳 

担 任 

教科等 
 

事 故 の 種 類 
１ 体罰 ２ 信用失墜行為 ３ 職務上の義務違反 ４ 負傷 

５その他（                       ） 

事故発生年月日 令和  年  月   日（ ） 午前・午後  時  分ごろ 

事故発生場所  

被害生徒の状況 

（体罰の場合） 
氏名  

学年  傷害の有無 

及 び 程 度 

 

年齢  

事故の内容、発生の状況、原因等 

 

事故後の経過及び学校の対応 

 

今後の見通し 

 

事故を起こした職員に対する処置についての校長意見 
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【市村立学校から市村教育委員会への報告（Ａ４判）】 

交通事故・交通違反報告書 

（注） 
   １ 人身事故の場合は診断経過書の写しを添付すること。 
   ２ 速度違反の場合は、反則告知書・反則金領収書の写しを添付すること。 
   ３ 行政処分・刑事処分が判明したら、「処分等報告書」により速やかに教育事務所へ報告すること。示談が成立し

たときは同様に報告すること。 

○○○市村教育委員会教育長 殿 

 

 学校職員の交通（事故・違反）について、下記のとおり報告します。 

 

 令和  年  月  日 

                           ○○○市村立○○○学校(園)  

                                                    校 長 ○○○ ○○○   

事故者の職・氏名等 職名  氏名  年齢  

事 故 発 生 年 月 日 令和  年  月  日（ ） 午前・午後   時   分ごろ 

所属長への報告年月日 令和  年  月  日（ ）  

事 故 発 生 場 所  

発 生 状 況 等 
ア 公務関係（出勤途中・帰宅途中・勤務中（出張を含む）） 

イ 私用（                         ） 

事 故 の 種 別 加害・被害・自損・速度違反（  ㎞/h 超）・その他（      ） 

発生時の状況図 事故・違反の概要 

※加害者と被害者の車種（原付、軽四輪、普通車、ワゴン車等）を付記すること。 

※信号・交通標識・バス停・主要な建物等を付記すること。 

 

相手方の氏名・職・年齢 

（運転者） 

（同乗者） 

 

相手方のけがの状況 

 
免許取得年月日 昭・平  年  月  日 

警察の処理の見込み 
刑事  

行政  

被害者との 

示談の状況 
 

当該職員に 

ついて 

主な校務分掌  

備考 

（期付は任用期間を記入） 

 

【所属長所見】 
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 ２ 講師派遣申請書様式(例) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                    講 師 派 遣 申 請 書    

 行 事 名  

 期 日          令和  年  月  日（  ）    

 会 場  

 参 加 予 定 人 数  

 日 程 の 概 要 

 
 
 
 
 

 派 遣 を 依 頼 
 す る 講 師 名 

 

 講 師 へ の 要 望  
 

 旅 費 負 担 区 分         申請者負担・（          ） 

 上記のとおり講師の派遣を申請します。 
 
  令和  年  月  日    
 
                                          申 請 者 
                                          職・氏名                        
  このことについて承認します。 
 
  令和  年  月  日    
 
                                          職・氏名               
  このことについて承認します。 
 
  令和  年  月  日    
 
                                          職・氏名               

 ※  留意事項 
   １  県教育庁や県教育機関等に講師を依頼する場合は、教育事務所を必ず経由し、直接依頼しな 
   いこと。 
   ２ 講師の派遣を希望する場合は、事前に教育委員会へ、電話による講師の確認と内諾を得るこ 
   と。（５週間前） 
   ３ 学校が作成する講師派遣申請書は、３週間前に教育委員会へ、２週間前に教育事務所に届く 
   よう計画的に処理すること。 
   ４ やむを得ず緊急に講師依頼を行う必要が生じた場合、学校は、速やかに電話及びメールで教 
   育委員会と連絡をとり、教育委員会は同様に教育事務所と調整すること。 
   ５ 講師派遣申請書の遅滞により、事後承認とならないよう注意すること。 
 
 ※  申請書はＡ４判で作成し、電子メールにて提出すること。 

 学 校 
 

 市村教委 
 

 教 育 事 務 所 
 

 県教育庁・県教育機関等 
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Ⅶ 鹿児島地区の国・県指定文化財 
１ 日置地区の国指定(○数字は次頁地図上の番号と一致する) 
(1) 重要無形民俗文化財 

名    称 所 在 地 指定年月日 

① 市来の七夕踊 い ち き 串 木 野 市 大 里 昭和 56 年 １月 21 日 

(2) 天然記念物 

名    称 所 在 地 指定年月日 

② ヤッコソウ発生地 日 置 市 東 市 来 町 湯 田 大正 11 年 ３月 ８日  
２ 日置地区の県指定 
(1) 有形文化財 

名    称 所 在 地 指定年月日 

⑬ 吹上町田尻の金銅菩薩立像 鹿児島市城山町7-2黎明館 平成 19 年 ４月 24 日 

㉓ 伊作郷御仮屋文書 日 置 市 吹 上 町 中 原 平成 21 年 ４月 21 日 

㉔ 吉利郷惣絵図 鹿児島市城山町7-2黎明館 平成 25 年 ４月 23 日 

㉖ 日置市美山玉山神社伝来資料 日 置 市 東 市 来 町 美 山 平成 31 年 ４月 19 日  
(2) 無形文化財 

名    称 所 在 地 指定年月日 

③ 妙音十二楽 日 置 市 吹 上 町 田 尻 昭和 46 年 ５月 31 日 
 
(3) 民俗文化財 

ア 有形民俗文化財 

名    称 所 在 地 指定年月日 

⑩ 東市来町養母の田の神 日 置 市 東 市 来 町 養 母 昭和 43 年 ３月 29 日 

⑪ 東市来町湯之元の田の神 日 置 市 東 市 来 町 湯 田 昭和 43 年 ３月 29 日 

⑫ 吹上町中田尻の田の神 日 置 市 吹 上 町 中 田 尻 昭和 43 年 ３月 29 日 

イ 無形民俗文化財 

名    称 所 在 地 指定年月日 
④ 羽島崎神社春祭に伴う芸能（田打，船持祝） い ち き 串 木 野 市 羽 島 昭和 37 年 10 月 24 日 

⑤ 深田神社春祭に伴う芸能（田打） い ち き 串 木 野 市 下 名 昭和 37 年 10 月 24 日 

⑥ 大田太鼓踊 日 置 市 伊 集 院 町 大 田 昭和 39 年 ６月 ５日 

⑦ 伊集院町徳重大バラ太鼓踊り 日 置 市 伊 集 院 町 徳 重 平成 ５年 ３月 24 日 

⑧ 吹上町の伊作太鼓踊 日 置 市 吹 上 町 湯 之 浦 昭和 41 年 ３月 11 日 

⑨ 吹上 大汝牟遅神社の流鏑馬 日 置 市 吹 上 町 中 原 昭和 56 年 ３月 27 日  
(4) 記念物 

ア 史跡 

名    称 所 在 地 指定年月日 

⑭ 来迎寺跡墓塔群 い ち き 串 木 野 市 大 里 昭和 42 年 ３月 31 日 

⑮ 市来町市来貝塚 い ち き 串 木 野 市 川 上 平成 ６年 ３月 16 日 

⑯ 常楽院 日 置 市 吹 上 町 田 尻 昭和 29 年 ３月 15 日 

⑰ 亀丸城跡 日 置 市 吹 上 町 中 原 昭和 30 年 ７月 13 日 

⑱ 黒川洞穴 日 置 市 吹 上 町 永 吉 平成 16 年 ４月 20 日 

⑲ 美山薩摩焼窯 日 置 市 東 市 来 町 美 山 平成 18 年 ４月 21 日 

イ 天然記念物 

名    称 所 在 地 指定年月日 

⑳ 仙人岩の植物群落 い ち き 串 木 野 市 冠 岳 昭和 29 年 ５月 24 日 

㉗ 日置市吹上町の大汝牟遅神社の「千本楠」社叢 日 置 市 吹 上 町 中 原 令和 ５年 ５月 ２日  
３ 日置地区の登録有形文化財 

名    称 所 在 地 登録年月日 

㉑ 旧黒木回春堂医院（木造平屋建） 日 置 市 吹 上 町 永 吉 平成 19 年 10 月 ２日 

㉒ 九州電力大田発電所本館一棟（石造平屋建） 日 置 市 伊 集 院 町 大 田 平成 20 年 ３月 ７日 

㉕ 市来大迫家住宅（木造平屋建） い ち き 串 木 野 市 湊 町 平成 30 年 ３月 27 日 

㉘ 沈壽官家茶室鶴壽軒（建造物） 日 置 市 東 市 来 町 美 山 令和 ７年 ８月 ６日 
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４ 日置地区の国・県指定文化財の所在地 
 

 

㉓伊作郷御仮屋文書  

【①市来の七夕踊：国指定】 
（いちき串木野市） 

【➁ヤッコソウ発生地：国指定】 
（日 置 市） 

㉕市来大迫家住宅   

㉖日置市美山玉山神社伝来資料 

Ｎ 

注  ⑬田尻の金剛菩薩立像と㉔吉利郷惣絵図は県歴
史・美術センター黎明館(鹿児島市)にあります。 

⑧伊作太鼓踊り 

⑲美山薩摩焼窯 
⑥大田太鼓踊り 

㉗大汝牟遅神社「千本楠」社叢 

㉘沈壽官家茶室鶴壽軒 ▲ 
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５ 鹿児島郡の国指定 
⑴ 重要無形民俗文化財（ユネスコ無形文化遺産） 

名   称 所 在 地 指定年月日 

① 薩摩硫黄島のメンドン 硫  黄  島 平成 29 年 ３月 ３日 

② 悪石島のボゼ 悪  石  島 平成 29 年 ３月 ３日 

⑵ 天然記念物 
名   称 所 在 地 指定年月日 

③ アカヒゲ 南 西 諸 島 昭和 45 年 １月 23 日 

④ オカヤドカリ 県本土南端部，南西諸島 昭和 45年 11 月 12 日 

⑤ カラスバト 三島，南西諸島 昭和 46 年 ５月 19 日 

⑥ アカコッコ ト カ ラ 列 島 昭和 50 年 ２月 13 日 

⑦ エラブオオコウモリ 口永良部島，トカラ列島 昭和 50 年 ２月 13 日 

⑧ イイジマムシクイ ト カ ラ 列 島 昭和 50 年 ６月 26 日 

⑨ 薩摩黒島の森林植物群落 黒     島 平成 23 年 ９月 21 日 

⑩ 宝島女神山の森林植物群落 宝     島 平成 24 年 ９月 19 日 

６ 鹿児島郡の県指定 
⑴ 無形民俗文化財 

名   称 所 在 地 指定年月日 

⑪ 三島村硫黄島の九月踊り 硫  黄  島 平成 ２年 ３月 23 日 

⑫ 黒島の盆踊り 黒 島 平成 25 年 ４月 23 日 

⑵ 天然記念物 

名   称 所 在 地 指定年月日 

⑬ トカラウマ 十  島  村 昭和 28 年 ９月 ７日 

⑭ タモトユリ 口  之  島 昭和 28 年 ９月 ７日 

⑮ ミシマサワガニ 黒島，口永良部島，宇治群島 平成 25 年 ４月 23 日 

⑯ 諏訪之瀬島ナベダオのツクシヤマザクラ群 諏 訪 之 瀬 島 令和 ４年 ４月 26 日 

 
 
 
               

                              

７ 鹿児島郡の国・県指定文化財の所在地 

■③アカヒゲ  ■⑦エラブオオコウモリ  

■④オカヤドカリ  ■⑧イイジマムシクイ 

■⑤カラスバト ●⑬トカラウマ 

■⑥アカコッコ  

① 薩摩硫黄島のメンドン（八朔太鼓踊り）     

② 悪石島のボゼ（盆踊り） 

三島村 

十島村 

竹島 

硫黄島 
黒島 

口之島 臥蛇島 
小臥蛇島 

中之島 

平島 

諏訪之瀬島 

小宝島 

宝島 悪石島 

■⑨薩摩黒島の森林植物群落 

●⑫黒島の盆踊り 

●⑮ミ シマサワガニ 

■①薩摩硫黄島のメンドン 

●⑪三島村硫黄島の九月踊り  

●⑭タモトユリ  

■②悪石島のボゼ 

■⑩宝島女神山の森林植物群落 

●⑯諏訪之瀬島ナベダオの
ツクシヤマザクラ群 

■国指定 

●県指定 

十島村全域   三島村を含む 
③④⑤⑥⑦⑧⑬   ④⑤ 
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日置・鹿児島郡地区無形民俗文化財

市 伊作 田 小
・哀調を帯びた鉦に太鼓を交えた踊りである。
・伊作田道材の慰霊、豊作祈願のために行われる。

市 日吉学園
・諏訪、八幡の２集落と、吉利北･中･南区の３集落が踊りを奉納
　する。

市
川 上 小
市 来 中

・五穀豊穣と平和を祈念して創始されたと伝えられる。
・踊り子は、太鼓14人、鉦４人からなる。

市 市 来 中
・旧市来町時代、一時途絶えた頃もあるが復活した。
・平成19年からは大人神輿、子ども神輿も参加し、賑やかな終日
　行事となっている。

市 市 来 中
・市来中学校、市来農芸高等学校生の参加もあり、大里地区で大
　切にされている郷土芸能の一つである。

国 市 来 中

・約400年の歴史がある国指定重要無形民俗文化財である。
・太鼓踊りを中心に、鹿・虎・牛・鶴等の作り物や琉球行列・大
　名行列・薙刀行列などの行列が繰り出されてきたが、現在、少
　子高齢化の影響もあり、太鼓踊りのみが奉納されている。

市
羽 島 小
旧羽 島 中

・太鼓16人、鉦４人の計20人の小・中・高校生で踊られる。

村
三島 大 里
学 園

・黒島大里地区に大昔から踊り継がれており、子孫繁栄と五穀の
　実り（生命の誕生や生産）を祈る踊りとされている。
・毎年、大運動会で披露し、地域住民に喜ばれている。

国
三島硫黄島

学 園
・一週間程前から保存会の方々の指導により練習を始める。
・中学生男子が地域住民に混じって一緒に踊る。

村
口 之 島
学 園

・子供たちによる小踊り、男性による先踊りの後、狂言が踊ら
　れる。
・毎年、旧暦のお盆に披露し、地域住民に喜ばれている。

国
悪 石 島
学 園

・盆踊りは男性のみで、壮年と青年に別れ、殿地を出発点に各組
　別々に踊る。最終日は島民による口上がありボゼが出現する。
・保存会が期間中に子供や教職員等に講習会を行う。

取 組 の 紹 介

（国・県・市・村指定）

日

置

市
お田植え踊
（鎌踊り・棒踊
　り・笹踊り・
　虚無僧踊り）

市 日吉学園

・８月23日前後の土
　曜日か日曜日
・南方神社、吉利神
　社、日置八幡神
　社、諏訪神社、他

・豊作を祈願して行われる。
・「八幡の虚無僧踊り」、「日新の鎌踊り」、「山田の鎌踊
り」、
　「吉利の鎌踊り」、「扇尾の虚無僧踊り」、「八幡の棒踊
り」、
　「扇尾の棒踊り」がある。

悪石島の盆踊り
　　(ボゼ)

・旧暦７月７日～
  16日
・殿地・墓地

十
　
島
　
村

祇園祭
・７月下旬
・市来地区内

弓矢踊り
面踊り

・９月下旬
 （秋季大運動会）
・大里地区健康広場

・旧暦８月１、２日
・熊野神社参道

三

島

村

・旧暦８月15日～
  16日
・殿地・墓地

８　学校における郷土芸能等伝承の取組　

市村名 指定

・３年毎の８月中旬
・伊作田地区内

学校名郷土芸能の名称 期日・場所等

伊作田踊り

い

ち

き

串

木

野

市 ・８月中旬
・羽島南方神社他

・９月23日
・大里地区内

・８月上旬
　（旧暦の七夕）
・大里地区内

虫追踊

硫黄島
八朔太鼓踊り
　(メンドン)

・６月第１日曜日
・日置八幡神社、
　鬼丸神社、吉利
　神社、他

太鼓踊

市来の七夕踊

羽島南方神社太
鼓踊

・８月下旬
・川上地区内の神社
　及び川上小学校

川上踊

口之島の盆踊り

別紙様式

伊作田踊り：日置市 虫追踊：いちき串木野市 弓矢踊り：三島村 口之島の盆踊り：十島村
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Ⅷ 学校所在地図 

市別公立小・中・義務教育学校数 

市  名 小 中 義 計 

日 置 市 14 ５ １ 20 

いちき串木野市 ８ ２ ０ 10 

計 22 ７ １ 30 
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Ⅸ　令和８年度鹿児島地区年間行事予定表
日 曜 ４月 日 曜 ５月 日 曜 ６月

1 水 1 金 1 月 前期合同計画学校訪問(吹上中)

2 木 2 土 2 火

3 金 三島村転入教職員宣誓式(三島村役場)
十島村転入教職員宣誓式(十島村役場) 3 日 憲法記念日 3 水

第1回鹿児島地区栄養教諭等研修会(日中公)
日置地区スポーツ協会連絡協議会第2回常任理事会
(日中公)

4 土 4 月 みどりの日 4 木
日置地区フレッシュ研修[研究授業研修:教科](日置
市)

5 日 5 火 こどもの日 5 金

6 月 6 水 振替休日 6 土
日置地区スポーツ推進委員連絡協議会研究大会総会
(日置市)

7 火 7 木 7 日

8 水 公立小･中･義務教育学校第1学期始業式
串木野特別支援学校入学式 8 金 第50回日置地区人権･同和教育基礎講座･総会(いちき

アクアホール) 8 月 前期合同計画学校訪問(照島小)

9 木 9 土 9 火 地区中学校総合体育大会(各会場)(～12日)

10 金
日置地区スポーツ協会連絡協議会第１回常任理事会(日
中公)
日置地区スポーツ推進委員連絡協議会理事会(日中公)

10 日 スクールガード･防犯ボランティア等研修会(いちき
アクアホール) 10 水

11 土 11 月 年度当初学校訪問(～13日,十島村7義務教育学校) 11 木 前期合同計画学校訪問(土橋小)

12 日 12 火

第1回日置地区社会教育振興会理事等会
第1回鹿児島地区社会教育課長等会議
第1回鹿児島地区子ども会育成連絡協議会運営委員会
(総会)(鹿地振局)

12 金

日置地区養護教諭等研修会(日中公)
鹿児島地区社会教育委員連絡協議会総会,鹿児島地区
社会教育委員及び社会教育担当者等研修会(下野建設
文化ホール)

13 月 13 水 地区中体連陸上競技大会(伊集院総合陸上競技場) 13 土

14 火 14 木 日置地区駅伝競走大会運営委員会(日中公)
日置地区スポーツ協会連絡協議会総会(日中公) 14 日

15 水 15 金 15 月 前期合同計画学校訪問(上市来小)

16 木

日置地区フレッシュ研修実施校長等連絡協議会(日中
公)
鹿児島地区｢学習者主体の授業｣実現プロジェクト推
進委員会(日中公)

16 土 16 火

日置地区地域女性団体連絡協議会研修会兼人権教育
ブロック別指導者研修会(いちきアクアホール)
第2回日置地区地域女性団体連絡協議会役員連絡会
(いちきアクアホール)

17 金 17 日 17 水

18 土 18 月 18 木
移動講座:｢問い｣を深め社会の創り手を育てる小中学
校社会科講座｣(伊集院小)

19 日 19 火 19 金 移動講座:学習者主体の学びをデザインする算数・数
学科講座(串木野中)

20 月 年度当初オンラインミーティング① 20 水 20 土

21 火
年度当初オンラインミーティング②
第1回日置地区地域女性団体連絡協議会役員連絡会
(市来庁舎)

21 木 21 日

22 水 年度当初オンラインミーティング③ 22 金
第1回鹿児島地区小･中･義務教育学校教頭研修会(カ
クイックス交セ) 22 月 平島学園合同計画学校訪問(～24日)

23 木

全国学力･学習状況調査
(中学校英語｢読むこと｣｢書くこと｣｢聞くこと｣は20日
～23日のいずれか1日でＣＢＴ方式で実施，予備日は
4月24日。｢話すこと｣は4月28日～5月29日のいずれか
1日)

23 土
日置地区スポーツ少年団連絡協議会評議員会･研修会
(日中公) 23 火

24 金
第1回鹿児島地区小･中･義務教育学校長研修会(カク
イックス交セ)
第1回鹿児島地区教育長会(カクイックス交セ)

24 日 24 水

25 土 25 月 悪石島学園合同計画学校訪問(～27日) 25 木 第47回日置地区進路保障研究会(伊集院高校)

26 日 26 火
日置地区社会教育振興会総会
鹿児島地区社会教育委員連絡協議会理事会(市来庁
舎)

26 金 第1回鹿児島地区指導主事等会議(鹿地振局)

27 月 27 水

日置地区小･中･義務教育学校生徒指導担当者等研修
会(日中公)
鹿児島市及び鹿児島地区小･中･義務教育学校事務職
員研修会(カクイックス交セ)

27 土

28 火 年度当初オンラインミーティング④ 28 木 28 日

29 水 昭和の日 29 金 29 月

30 木
第1回鹿児島郡地区学校保健会･養護教諭部会(鹿地振
局) 30 土 30 火

移動講座:学習者主体の学びをデザインする小中学校
国語科講座(川上小)

31 日
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日 曜 ７月 日 曜 ８月 日 曜 ９月

1 水
鹿児島地区英語教員指導力向上ブラッシュアップセ
ミナー(オンライン)
鹿児島地区学校給食管理運営研究協議会(日中公)

1 土 1 火 公立小･中･義務教育学校第2学期始業式

2 木 フレッシュ研修[他校種参観](串木野特別支援学校) 2 日 2 水

3 金 3 月 3 木

4 土 日置地区ＰＴＡ正副会長等研修会(いちき串木野市市
民文化センター) 4 火 4 金 後期合同計画学校訪問(花田小)

5 日 日置地区県民スポーツ大会選考会① 5 水 5 土

6 月 前期合同計画学校訪問(市来小) 6 木 6 日

7 火 第3回日置地区地域女性団体連絡協議会役員連絡会
(市来庁舎) 7 金 三島村教育研究大会(長田中) 7 月

8 水
令和９年度公立高等学校生徒募集定員策定等に係る
地区説明会(日中公)
教育相談体制充実のための研修会(日中公)

8 土 8 火 後期合同計画学校訪問(荒川小)

9 木 日置地区道徳教育研修会(串木野中･照島小) 9 日 9 水

10 金 10 月 10 木

11 土 11 火 山の日
リフレッシュウィーク(～17日) 11 金 後期合同計画学校訪問(永吉小)

12 日 日置地区県民スポーツ大会選考会② 12 水 県民スポーツ大会日置地区監督会(日中公) 12 土

13 月 13 木 13 日

14 火 鹿児島地域文化財保護審議会委員等研修会(日中公) 14 金 14 月

15 水 15 土 15 火 後期合同計画学校訪問(湯田小)

16 木 16 日 16 水

17 金 公立小･中･義務教育学校第1学期終業式 17 月 17 木

18 土 18 火 18 金 後期合同計画学校訪問(串木野中)

19 日 日置地区県民スポーツ大会選考会(予備日) 19 水
日置地区ふるさとを興す保健･福祉学習大会及び組
織･教育･食料･環境学習大会打合会(いちきアクア
ホール)

19 土

20 月 海の日 20 木 20 日

21 火 水難事故防止運動強調期間(～8/31,県下全域) 21 金 21 月 敬老の日

22 水
鹿児島地区特別支援教育コーディネーター養成研修
会(日中公) 22 土 22 火 国民の休日

23 木 23 日 23 水 秋分の日

24 金
第2回鹿児島地区小･中･義務教育学校長研修会(鹿地
振局)
第2回鹿児島地区教育長会(鹿地振局)

24 月
柔道授業の安全に関する指導者研修会(鹿児島市･鹿
児島地区) 24 木

25 土 25 火 25 金

26 日 26 水

移動講座:特別支援学級授業づくり講座(午前,下野建
設文化ホール)
移動講座:通常の学級における特別な支援を必要とす
る児童生徒への対応(午後,下野建設文化ホール)

26 土

27 月 十島村教育研究大会(～28日) 27 木
日置地区ふるさとを興す保健･福祉学習大会及び組
織･教育･食料･環境学習大会準備･リハーサル(いちき
アクアホール)

27 日

28 火 28 金

移動講座:〔初級〕クラウドサービスの活用による授
業・業務の改善(授業支援アプリ等)(午前,いちきア
クアホール)
移動講座:〔初級〕クラウドサービスの活用による授
業・業務の改善(共同編集等)(午後,いちきアクア
ホール)
日置地区ふるさとを興す保健･福祉学習大会及び組
織･教育･食料･環境学習大会(いちきアクアホール)

28 月

29 水
第2回鹿児島郡地区学校保健会･養護教諭部会(鹿地振
局) 29 土 29 火

第2回鹿児島地区子ども会育成連絡協議会運営委員会
第2回日置地区社会教育振興会理事等会
第2回鹿児島地区社会教育課長等会議(市来庁舎)

30 木 かごしまの先生スタートプログラム(鹿地振局) 30 日 30 水
鹿児島地区研究協力校「指導方法改善・教育方法」
研究公開（十島村立宝島学園）

31 金 31 月
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日 曜 10月 日 曜 11月 日 曜 12月

1 木 地区中学校駅伝競走大会 1 日
地域が育む｢かごしまの教育｣県民週間(～7日,県下全
域) 1 火

2 金 後期合同計画学校訪問(伊集院中) 2 月 2 水

3 土 3 火 文化の日 3 木

4 日 4 水 4 金

5 月 5 木 5 土

6 火 6 金 6 日

7 水 地区中学校新人体育大会(～9日) 7 土 7 月

8 木 県スポ選考会･県スポ合同反省会(日中公) 8 日 8 火

9 金 第2回鹿児島地区小･中･義務教育学校教頭研修会(カ
クイックス交セ) 9 月 9 水

10 土 10 火
鹿児島地区研究協力校「指導方法改善・教育方法」
研究公開（十島村立口之島学園） 10 木

11 日 11 水 11 金

12 月 スポーツの日 12 木 12 土

13 火
鹿児島地区研究協力校「指導方法改善・教育方法」
研究公開（十島村立中之島学園） 13 金 13 日

第22回日置地区クラブ対抗駅伝競走大会
第67回南日本通信10kmロードレース日置地区大会

14 水 三島竹島学園合同計画学校訪問(～15日) 14 土 14 月

15 木 15 日 15 火

16 金 16 月 16 水 鹿児島･日置地区専門高校フェスタ(カクイックス交
セ)

17 土 17 火 17 木

18 日 18 水 18 金

19 月 十島村立義務教育学校合同計画学校訪問予備日(～21日) 19 木 19 土

20 火 日置地区公民館経営研究会(日中公) 20 金 20 日

21 水 21 土 21 月

22 木 22 日 22 火

23 金
日置地区フレッシュ研修[研究授業:道徳](いちき串
木野市) 23 月 勤労感謝の日 23 水

24 土 24 火 24 木 公立小･中･義務教育学校第2学期終業式

25 日 25 水 25 金

26 月 26 木 26 土

27 火 27 金 27 日

28 水 28 土
鹿児島地区子ども会大会,指導者･育成者研修会(日中
公) 28 月 仕事納め

29 木 29 日 29 火

30 金 30 月 30 水

31 土 31 木
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日 曜 １月 日 曜 ２月 日 曜 ３月

1 金 元日 1 月 1 月

2 土 2 火 2 火

3 日 3 水 3 水

4 月 仕事始め 4 木 鹿児島地区研究協力校「指導方法改善・教育方法」
研究公開（いちき串木野市立串木野小学校） 4 木

5 火 5 金 5 金

6 水 6 土 日置地区スポーツ少年団交歓交流大会(伊集院総体) 6 土

7 木 7 日 7 日

8 金 公立小･中･義務教育学校第3学期始業式 8 月
第3回鹿児島郡地区学校保健会･養護教諭部会(鹿地振
局) 8 月

9 土 駅伝合同激励会（日置市） 9 火 9 火

10 日 10 水 10 水 日置地区スポーツ推進委員会監査(日置市)

11 月 成人の日 11 木 建国記念の日 11 木 公立中学校卒業式

12 火 鹿児島学力・学習状況調査(学力検査22日まで) 12 金 第2回鹿児島地区指導主事等会議(鹿地振局) 12 金 串木野特別支援学校卒業式

13 水

第3回日置地区社会教育振興会理事等会
第3回鹿児島地区社会教育課長等会議
第3回鹿児島地区子ども会育成連絡協議会運営委員会
(鹿児島地域振興局)

13 土 13 土

14 木 14 日 14 日

15 金 第2回鹿児島地区栄養教諭等研修会(日中公) 15 月 15 月

16 土 16 火 16 火

17 日 17 水 17 水

18 月 18 木 18 木
日置地区社会教育振興会会計監査(市来庁舎)
鹿児島地区子ども会育成連絡協議会会計監査(日中
公)

19 火
第4回日置地区地域女性団体連絡協議会役員連絡会
(市来庁舎) 19 金 年度末学校訪問(研究協力校等) 19 金

20 水 20 土 20 土

21 木 21 日 21 日 春分の日

22 金
「運動大好き“かごしまっ子”」育成推進事業推進
校研究公開(日置市立東市来中学校) 22 月 22 月 振替休日

23 土 23 火 天皇誕生日 23 火

24 日 24 水 駅伝合同慰労会（日置市） 24 水 公立小学校卒業式

25 月 25 木 25 木 公立小･中･義務教育学校終了式

26 火
日置地区フレッシュ研修[研究授業研修:特別活
動](日置市) 26 金 26 金

27 水 27 土 27 土

28 木
鹿児島地区教育論文審査会(日中公)
鹿児島地区研究協力校「指導方法改善・教育方法」
研究公開（三島大里学園）

28 日 28 日

29 金 29 月

30 土 日置地区生涯学習推進大会(いちきアクアホール) 30 火

31 日 31 水
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主な教育相談機関 
 

相 談 機 関 名  電 話 番 号 曜 日 相 談 時 間 

                            
かごしま教育ホットライン 24 
                            

（フリーダイヤル） 
（全国統一ダイヤル）
（教育相談課等） 

0120-783-574 
0120-0-78310 
099-294-2200 

年中無休 24 時間 

日置市教育委員会教育相談窓口 
日置市子ども支援センター 
ふれあい教室（日置市適応指導教室） 

099-273-2111 
099-272-2309 
099-272-2400 

月〜金 
月〜金 
月〜金 

8:30〜17:00 
8:30〜17:00 
9:00〜16:00 

いちき串木野市教育委員会教育相談窓口 
全小中学校スクールカウンセラー相談窓口（事前連絡必要） 
いちき串木野市福祉課家庭児童相談室 

0996-21-5127 
    同上 
0996-33-5620 

月〜金 
指定日あり 

月〜金 

8:30〜17:00 
指定時間あり 
8:30〜17:00 

県総合教育センター教育相談課 
＊面談は要予約 099-294-2788 月〜金 8:30〜17:00 

県総合教育センター特別支援教育研修課 
＊子どもの障害等に関する相談 面談は要予約 099-294-2820 月〜金 8:30〜17:00 

中央児童相談所（面談は要予約） 
子ども・家庭１１０番 

099-264-3003 
099-275-4152 

  月〜金 
  月〜金 

電話 9:00〜22:00 
面談 8:30〜17:00 

こころの電話（県精神保健福祉協議会） 
＊精神的不安定や心の悩みに関する相談 

099-228-9566 
099-228-9567 月〜金 9:00〜16:30 

ヤングテレホン（県警察本部少年サポートセンター） 
＊非行・交友などの少年相談 kp-youngmail@police.pref.kagoshima.jp 099-252-7867 月〜金 8:30〜17:15 

県精神保健福祉センター（面談は要予約） 
＊依存症・ひきこもり等に関する相談 099-218-4755 月〜金 8:30〜17:00 

鹿児島いのちの電話 
（子どもから大人まであらゆる相談） 099-250-7000 年中無休 24 時間 

かごしま子ども・若者総合相談センター 
 (県青少年会館２Ｆ 面談は要予約） 099-257-8230 火〜日 10:00〜17:00 

鹿児島地方法務局人権擁護課 
子どもの人権１１０番（全国共通フリーダイヤル） 
みんなの人権１１０番（全国共通人権ダイヤル） 

099-219-2170 
0120-007-110 
0570-003-110 

月〜金 
月〜金 

  月〜金 

8:30〜17:15 
8:30〜17:15 

  8:30〜17:15 
鹿児島家庭裁判所 
＊子どもの監護、養育をめぐる調書等の手続き相談 099-222-7121 月〜金 9:00〜11:30 

13:00〜16:00 
ネットポリス鹿児島：http://npk.sblo.jp/ 
＊メールやＳＮＳに相談窓口がある。 

meyasubako@ 
npk.from.tv 年中無休 24 時間（小中高

生は 22 時まで） 
県子ども総合療育センター 099-265-2400 月〜金 8:30〜17:00 

県自殺予防情報センター 099-228-9558 月、木 9:00〜12:00 
13:00〜16:00 

かごしま犯罪被害者支援センター 099-226-8341 火〜土 10:00〜16:00 
 

教 職 員 相 談 
相 談 機 関 名  電 話 番 号  曜 日  相 談 時 間  

教職員よろず相談〔県立図書館２階 教職員相談室〕  
＊面接、電話、電子メールによる相談 
      【E-mail：soudan01@pref.kagoshima.lg.jp】 

099-224-6248 日・火・祝 
水〜土 

9:30〜20:00 
9:30〜17:00 

メンタルヘルス相談  
＊面接や電話による相談 

〔県精神保健福祉センター〕 
 
〔県立姶良病院〕 

099-218-4755 
 
0995-65-3138 

面接月・木 
電話月〜金 
面接月〜金 
電話月〜金 

9:00〜11:00 
8:30〜17:00 
13:00〜17:00 
9:00〜17:00 

教職員電話健康相談２４（フリーダイヤル） 
＊公立学校共済組合本部 0120-24-8349 年中無休 24 時間 
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